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委
員
会
報
告
の
時
点
で
は
、

門
が
建
築
物
か
工
作
物
か
の
判
断

が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
建
築
物
と

の
前
提
で
敷
地
分
割
が
必
要
と
考

え
て
い
た
。
そ
の
後
の
検
討
に
よ

り
、
門
は
工
作
物
と
判
断
し
、
建

築
基
準
法
上
は
一
つ
の
敷
地
と
み

な
し
て
計
画
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
用
地
の 

学
校
用
地
へ
の
転
用

 
　

ま
ち
づ
く
り
用
地
を
平
和
の

森
小
学
校
の
学
校
用
地
と
し
て
当

分
の
間
活
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

周
辺
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
の
か
。

 
　

平
和
の
森
公
園
地
区
計
画
に

関
係
す
る
方
々
に
対
し
て
は
丁
寧

に
説
明
を
し
な
が
ら
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
し
っ
か
り
進
め

て
行
き
た
い
。

答問答

平
和
の
森
小
学
校
整
備
予
定
地
に

不
要
な
旧
中
野
刑
務
所
正
門

 
　

平
成　

年　

月
の
厚
生
、
子

３０

１０

ど
も
文
教
両
委
員
会
の
資
料
で
示

さ
れ
た
学
識
者
へ
の
意
見
聴
取
の

結
果
報
告
概
要
で
は
、
門
は
東
京

都
の
指
定
文
化
財
に
な
り
得
る
と

の
こ
と
だ
が
、
議
事
録
に
は
同
様

の
発
言
の
記
載
が
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
ま
た
概
要
で
は
、
現
地
保
存

以
外
で
は
文
化
的
価
値
は
低
下
す

る
等
の
記
載
が
あ
る
が
、
議
事
録

に
は
な
い
。
公
式
発
言
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

 
　

議
事
録
は
会
議
の
記
録
で
あ

り
、
概
要
は
、
門
を
見
学
し
た
際

の
発
言
も
含
ん
で
い
る
。
双
方
と

問答

も
、
学
識
者
の
確
認
は
得
て
い
る
。

 
　

大
正
４
年
竣
工
の
れ
ん
が
造

の
門
の
保
存
、
移
設
に
は
高
い
専

門
性
が
求
め
ら
れ
、
概
算
経
費
を

積
算
す
る
際
も
同
様
で
あ
る
。
今

回
積
算
を
し
た
事
業
者
は
ど
う
か
。

 
　

重
要
文
化
財
や
登
録
有
形
文

化
財
及
び
他
自
治
体
の
指
定
文
化

財
修
復
の
実
績
の
あ
る
、
２
事
業

者
か
ら
見
積
り
を
徴
取
し
て
い
る
。

 
　

移
築
の
概
算
経
費
は
、 
曳  
家 

ひ
き 

や

の
経
験
が
あ
る
事
業
者
の
積
算
か
。

 
　

今
回
積
算
を
し
た
事
業
者
は

曳
家
の
経
験
は
な
い
。

 
　

厚
生
、
子
ど
も
文
教
両
委
員

会
の
資
料
で
示
さ
れ
た
校
舎
配
置

イ
メ
ー
ジ
で
は
、
学
校
の
敷
地
と

門
の
敷
地
は
別
の
敷
地
か
。

問答問答問

い
て
の
考
え
を
示
す
べ
き
で
は
。

 
　

財
源
の
十
分
な
検
討
が
進
ん

で
い
な
い
た
め
、
今
後
進
め
た
い
。

 
　

区
財
政
が
苦
し
く
財
政
再
建

に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
か
ら
、

二
つ
の
財
務
規
律
を
設
け
て
き
た
。

基
準
と
な
る
一
般
財
源
規
模
と
中

野
区
方
式
の
公
債
費
負
担
比
率
で

あ
る
。
財
政
運
営
の
規
律
が
緩
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
区
財
政

は
景
気
の
後
退
局
面
だ
け
で
な
く
、

財
務
規
律
が
弱
く
な
っ
た
時
に
傾

く
。
財
務
規
律
を
重
ん
じ
た
予
算

編
成
が
大
事
と
考
え
る
が
見
解
は
。

 
　

財
務
規
律
を
守
り
な
が
ら
区

の
行
財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

防
災
行
政
無
線
の 

緊
急
情
報
電
話
伝
達
シ
ス
テ
ム

 
　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、
支

援
を
必
要
と
す
る
人
へ
と
対
象
を

拡
大
す
べ
き
で
は
。

答問答問

区
の
財
政
運
営

 
　

平
成　

年
度
予
算
案
は
、
一

３１

般
会
計
１
５
２
１
億
円
余
、
予
算

総
額
は
２
２
６
９
億
円
余
と
過
去

最
高
の
予
算
規
模
と
な
っ
た
が
、

来
年
度
以
降
の
見
通
し
は
。

 
　

学
校
改
築
計
画
の
ピ
ー
ク
で

あ
る　

年
度
に
向
け
て
、
拡
大
の

３４

見
通
し
で
あ
る
。

 
　
　

年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

３０

学
校
の
改
築
に
起
債
を
行
わ
な
い
、

借
金
は
し
な
い
と
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
起
債
を
行
う
の
は
な
ぜ
か
。

 
　

世
代
間
負
担
の
公
平
化
の
考

え
方
に
変
更
は
な
い
が
、
ま
ち
づ

く
り
や
新
区
役
所
建
設
な
ど
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
よ
り
柔
軟
な

財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
起
債

問答問答

を
活
用
し
、
必
要
な
基
金
残
高
を

確
保
し
て
い
く
考
え
に
改
め
た
。

 
　

新
庁
舎
建
設
の
総
事
業
費
は
。

 
　

実
施
設
計
費
や
、
現
中
野
体

育
館
の
解
体
費
用
を
含
め
た
総
工

費
は
、
約
２
８
０
億
円
で
あ
る
。

 
　

委
員
会
で
説
明
は
し
た
の
か
。

 
　

報
告
は
し
て
い
な
い
。

 
　

区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
地
区

の
再
開
発
で
生
み
出
さ
れ
る
財
源

の
見
通
し
は
。

 
　

６
月
頃
に
示
す
予
定
で
あ
る
。

 
　

新
庁
舎
建
設
の
総
事
業
費
は
、

区
役
所
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
地
区
の
再

開
発
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
財
源
で

全
て
を
賄
い
、
区
債
を
活
用
し
な

い
従
来
の
考
え
を
堅
持
す
る
の
か
。

 
　

現
在
検
討
中
で
あ
る
。

 
　

予
算
案
と
併
せ
て
財
源
に
つ

問答問答問答問答問

 
　

ど
の
よ
う
な
方
に
対
象
を
拡

大
す
べ
き
か
を
し
っ
か
り
と
検
討
、

検
証
し
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

 
　

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
導

入
の
再
構
築
を
図
る
べ
き
で
は
。

 
　

シ
ス
テ
ム
の
整
合
性
や
最
新

状
況
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
な

ど
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

答問答 第
二
次
学
校
再
編
計
画

 
　

鷺
宮
小
・
西
中
野
小
の
統
合

新
校
の
位
置
を
、
第
八
中
学
校
の

敷
地
に
決
め
た
理
由
は
。

 
　

通
学
区
域
の
ほ
ぼ
中
央
で
あ

り
、
鷺
宮
小
・
西
中
野
小
よ
り
校

地
が
広
い
た
め
で
あ
る
。

 
　

新
校
の
整
備
基
本
計
画
案
に

よ
る
と
、
八
中
は
校
地
が
２
つ
に

分
か
れ
る
上
、
段
差
も
あ
る
。
児

童
へ
の
負
担
や
安
全
性
の
懸
念
が

あ
る
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

 
　

校
舎
と
校
庭
の
分
離
に
よ
る

影
響
が
極
力
な
い
よ
う
、
安
全
性

問答問答

を
考
慮
し
て
整
備
し
た
い
。

 
　

鷺
宮
西
住
宅
の
建
て
替
え
に

よ
る
人
口
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。

影
響
を
見
極
め
る
ま
で
再
編
計
画

を
一
旦
と
め
る
べ
き
で
は
。

 
　

校
舎
は
築
後　

年
以
上
経
過

５０

し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
統
合
・

更
新
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

 
　

児
童
数
は
当
初
、
区
全
体
で

８
６
７
４
人
推
計
だ
っ
た
も
の
が
、

実
際
は
６
７
９
人
増
の
９
３
５
３

人
と
な
っ
て
い
る
。
計
画
を
前
提

と
せ
ず
、
学
校
再
編
計
画
を
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。「
中
野
区
教
育
行

政
に
お
け
る
区
民
参
加
に
関
す
る

条
例
」
の
第
３
条
を
活
用
し
、
統

合
に
つ
い
て
の
対
話
集
会
を
開
く

な
ど
、
改
め
て
区
民
の
意
見
を
聴

く
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

 
　

こ
れ
ま
で
も
状
況
変
化
を
踏

ま
え
て
適
宜
対
応
し
、
良
好
な
学

校
環
境
を
確
保
し
て
お
り
、
現
時

点
で
学
校
再
編
計
画
を
見
直
す
考

え
は
な
い
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差
事
業

 
　

都
内
で
、
都
市
計
画
の
素
案

発
表
後
に
、
構
造
形
式
ま
で
変
更

さ
れ
た
事
例
は
あ
る
の
か
。

 
　

把
握
し
て
い
な
い
。

問答問答問答

自
由
民
主
党
議
員
団

伊
東　

し
ん
じ

公
明
党
議
員
団

白
井　

ひ
で
ふ
み

日
本
共
産
党
議
員
団

羽
鳥　

だ
い
す
け
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（
次
頁
へ
続
く
）

　台北市中山区との交
流を進めるため、実務
的な内容について協議
を行う中野区友好調査
団に、平成３１年1月２９
日から1月３０日までの
日程で６人の議員を派
遣しました。

中華民国台北市
中山区への

中野区友好調査団に
区議会議員を派遣

　予算特別委員会では、２月２５日、
２６日の２日間、１８人の委員が予算
全般について質疑を行いました。

予算特別委員会総括質疑

・区民費中「旧中野刑務所正門学術調査」については、迅速か
つ多角的な調査・検討を行い、議会の理解を得た上で、平和
の森小学校新校舎等整備に支障を来さないよう努めるととも
に、良好な教育環境を確保されたい。

・環境費中「森林環境譲与税活用事業」については、中野区地
球温暖化防止条例の目的に即して、なかの里・まち連携自治
体を中心に、議会への報告と十分な議論を経たうえで、進め
られたい。

・基本構想改定の検討に当たっては、現状で想定される１０年間
の財政フレームを議会に示されたい。

・新区役所整備については、今後の資金調達も含む財源を議会
に示し、理解を得たうえで執行を行われたい。

・平和の森公園再整備工事については、工事の中断、延伸等に
より生じた補償額及び損害額等の議会への報告を誠実に行わ
れたい。

一般会計歳入歳出予算に対する付帯意見


